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商売くらし

に役立つ！

全国

商工新聞

月/500 円

2019.9.9

婦人部学校のお知らせ

日 時   月   日（日）

午前  時～  時

会 場 多宝温泉 だいろの湯

参加費 一人      円

主催 新商連婦人部協議会

婦人部こものづくりのご案内

9 月より小物作りを再開しま
す。下記の通りとなります。

記

 日 時  月   日（火）

午後  時   分～

 場 所 民商会館 階

 参加費     円

新商連役員学習交流会

日 程 ９月２８日（土）

１６時～１８時 学習講演会

９月２９日（日）

９時～１５時 分科会・全体会

会 場 割烹の宿 湖畔
（新潟市中央区紫竹山 7-5-13）

講師 浦野 広明 氏（税理士）

「納税者の権利と税務調査」（仮）

懇親会 3,000円会費
主催 新潟県商工団体連合会

許すな！消費税 10％・原発再稼働・戦争する国づくり

戦争法廃止、 条改憲  新潟大集会

 日 時  月   日（木）  時～集会・パレード

 場 所 新潟駅南広場

主催 市民アクション＠新潟+総がかり実行委員会

な
く
そ
テ
原
発

柏
崎
大
集
会

「
原
発
再
稼
働
反
対
・

廃
炉
に
せ
よ
」
と
９
月
１

日
、
柏
崎
市
で
な
く
そ
テ

原
発
柏
崎
大
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
１
１
０

０
名
が
参
加
（
阿
賀
野
市

か
ら
２
３
名
参
加
）

金
子
勝
さ
ん
（
慶
應
義

塾
大
学
名
誉
教
授
）
が

「
原
発
を
止
め
い
な
い

と
、
日
本
は
成
長
で
き
な

い
」
を
講
演
。

講
演

金
子
勝
先
生

金
子
さ
ん
は
、
「
原
発
事

故
が
あ
っ
て
も
東
電
は
柏
崎

刈
羽
原
発
を
動
か
し
た
い
の

は
減
価
償
却
が
あ
る
か
ら
、

廃
炉
に
す
る
と
赤
字
に
な
る

か
ら
だ
」
と
述
べ
、
「
こ
ん

な
こ
と
や
る
か
ら
事
故
起
こ

す
ん
だ
」
と
強
く
批
判
し
ま

し
た
。

政
府
は
安
全
よ
り
経
済
が

大
事
だ
と
説
得
し
て
き
た

が
、
安
全
は
最
悪
、
経
済
は

も
っ
と
ひ
ど
い
、
原
発
に
頼

っ
て
い
る
限
り
経
済
は
滅
び

て
い
く
。

い
ま
世
界
で
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
猛
烈
に
普
及

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、

分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
新

し
い
経
済
を
作
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

原
水
協
総
会
決
ま
る

日
時

１０
月
１２
日
（
土
）

午
前
１０
時
よ
り

場
所

水
原
公
民
館

３
階
会
議
室

福
島
か
ら
の
報
告

丹
治
杉
江
さ
ん
は
、
原
発

事
故
に
よ
る
避
難
指
示
が

２
０
１
８
年
解
除
さ
れ
、
児

童
・
生
徒
が
２
０
１
０
年
に

は
４
０
０
２
人
に
対
し
、
２

０
１
９
年
度
は
１
２
０
人
。

（
事
故
後
２
．
９
％
）

「
実
態
は
お
年
寄
り
ば
か

り
で
、
お
年
寄
り
が
亡
く
な

れ
ば
故
郷
は
消
滅
し
て
し

ま
う
こ
と
を
数
値
が
表
し

て
い
る
」
と
を
述
べ
ま
し

た
。
。

福
島
に
原
発
が
作
ら
れ

た
の
は
、
貧
困
と
過
疎
で

す
。
人
工
が
少
な
く
産
業
も

少
な
い
、
最
初
か
ら
事
故
が

起
き
る
こ
と
を
想
定
さ
れ

て
い
た
。

原
発
の
建
設
計
画
そ
の

も
の
が
、
人
間
を
単
純
な
数

で
見
て
憲
法
に
保
障
さ
れ

た
法
の
下
の
平
等
、
命
の
平

等
を
否
定
し
た
の
が
原
発

で
す
。
福
島
事
故
は
言
葉
に

尽
く
せ
な
い
犠
牲
で
す
。
福

島
の
苦
し
み
怒
り
を
原
発

い
ら
な
い
福
島
守
れ
の
国

民
世
論
を
広
め
よ
う
と
訴

え
ま
し
た
。

消費税 10％増
税・原発再稼働反対

をは

じめ、各立憲野党と

県選出国会議員な

どに連帯あいさつ

を要請。市民の皆さ

ん、ご一緒に「安倍

暴走政治 NO！」の
声をあげましょう。


